
 
 

 
 

             

電子小黒板との連携を強化！6,368 種の工事写真台帳を自動作成 

『蔵衛門®️御用達2020 Standard / Professional』 2/1 予約開始 

『蔵衛門®️Pad』とのお得なセット予約キャンペーンもスタート 
 

 

株式会社ルクレは、『蔵衛門®️御用達2020 Standard』と『蔵衛門®️御用達2020 Professional』を2月1日（金）より予約開始、2月21日

（木）に発売します。1999年の発売以来、直感的な操作画面で定評のあるデジタル本棚とデジタル工事写真を一新、6,368種類の工事で電子

小黒板入り写真から写真台帳を自動的に作成する連携機能を搭載しています。発売に先立ち、2月1日（金）より、電子小黒板『蔵衛門®️Pad』

シリーズとのセット予約特典として、『蔵衛門®️御用達2020 Standard』を1台につき１本無料でプレゼントするキャンペーンを実施します。 

 

公式サイト「蔵衛門.com」：https://www.kuraemon.com/news/pressrelease/20190123/goyo2020/  

お客様からのお問合せ先「くらえもん☆オンライン」：03-4500-6702 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 2020年に一般化する電子小黒板を見据えて、全てを一新 】 

施工品質を証明するための工事写真は、日々増えています。また、作業効率化のため電子小黒板を導入する現場も増え、現在では半数を超える

54％の企業が電子小黒板を導入または検討しています。※1 電子小黒板の一番業務省力化に貢献する機能は、撮影後の自動仕分けです。写真

管理ソフトと連携することで、電子小黒板に入力された工事情報から工種や種別、撮影場所や状況ごとに写真を自動的に仕分けて台帳を作成する

ことができます。業務効率化において効果を得やすい技術であることから、2020年には電子小黒板は８割の現場へ導入されることが期待されていま

す。 

しかし、これまで電子小黒板による工事写真の自動仕分けを主としたワークフローに、写真管理ソフト『蔵衛門®️御用達』が対応できていない面もありま

した。また、まだデジカメを使用する現場監督と共同で工事写真を管理する現場への対応も課題でした。 

 

新しい『蔵衛門®️御用達2020』では、従来の直感的な操作感を守りつつ、より細かく写真を仕分けて台帳に保存できるように本棚UIを大幅に改修。

一つの工事に対して複数の本棚を持つことができます。さらに新機能の「本棚仕切り」を使うことにより、今までは2階層までしかできなかった仕分けが、4

階層までできるようになりました。新しいツリービューUIは、工事写真台帳に保存された写真を一覧表示。自動仕分けされた写真を俯瞰しながら、ペー

ジ毎に写真の並び替えや調整も可能です。また、台帳レイアウトのオーダーメイドにも対応。写真やテキスト、設計図を各現場のニーズに合わせた見や

すい形式で電子小黒板から自動で配置します。新しい『蔵衛門®️御用達2020』シリーズは、全てを新しくして電子小黒板連携を中心とした未来の工

事写真ワークフローを支援します。 

 

 

 

 

 

 

2019 年 1 月 23 日 

株式会社ルクレ 

東京都港区北青山 1-2-3 

代表取締役：池田武史 

 

 

報道関係各位 

【報道関係の方のお問合せ先】 
株式会社ルクレ 広報担当：株式会社 Blue-Sky 阿部・三井 

TEL：03-4500-6705  MAIL：pr@blue-sky.tokyo 
 

【お客様のお問合せ先】 
くらえもん☆オンライン   TEL：03-4500-6702 
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＜詳細資料＞ 

【 『蔵衛門®️御用達2020』 シリーズの新機能 】 

『蔵衛門®️御用達2020 Standard』と『蔵衛門®️御用達2020 Professional』は、電子小黒板『蔵衛門®️Pad』シリーズやiOSアプリ『蔵衛門®️工

事黒板』と連携することで工事写真管理の大幅な時間短縮を実現。6,368種すべての工事で、デジカメを利用していた頃と比較して作業時間を1/8

にまで削減します。 

 

１．ひとつの工事で台帳を工区や工種ごとに管理できる、複数本棚機能 

『蔵衛門®️御用達』の特長であるデジタル本棚が強化されました。ひとつの工事で複数の本棚を持つことができま

す。ひとつの本棚で管理できる台帳に制限はありません。本棚に台帳がたくさん並んだら、「ボックス」に台帳をまと

めることできます。そして新機能「本棚仕切り」を使うと、本棚に並ぶ台帳やボックスを細かく最大４階層で写真

を仕分けることが可能です。従来の２階層と比べて、２倍になります。 

 

２．台帳の写真を俯瞰できる、新しいツリービュー 

新しいツリービューは、ページ毎に写真が区切られて一覧で表示されます。台帳全体を俯瞰しながら、写真を並

び変えるのに便利です。さらに写真のサムネイルの下に工事情報が表示され、似た写真が並んでも区別がつきま

す。『蔵衛門®️御用達2020』シリーズでは、電子小黒板から取り込んで自動作成された台帳の、細かい写真整

理が簡単になります。 

 

３．写真・文字・図面の配置を指定できる、台帳オーダーメイドサービス 

本物の工事写真台帳をパソコンでバーチャルに再現した『蔵衛門®️御用達』の手めくりデジタル工事写真台帳

は、10パターンのレイアウトテンプレートを備えています。『蔵衛門®️御用達2020 Professional』のユーザーは、

既存のレイアウトに加え、発注者の指定に合わせた台帳オーダーメイドサービスを受けられます。電子小黒板の

自動作成をシミュレーションして、現場が求めるオリジナル台帳テンプレートを提供します。 

 

４．6,368種類の工種マスタを搭載、電子小黒板連携で台帳を自動作成 

『蔵衛門®️御用達2020 Standard』には、一般建築と一般土木の工種マスタ、『蔵衛門®️御用達2020 

Professional』には、電子納品に対応した土木や営繕さらにNEXCOなどの各基準にあった工種マスタを搭

載。これら6,368種類の工種マスタから『蔵衛門®️Pad』シリーズとiOSアプリ『蔵衛門®️工事黒板』へ電子小黒

板を一括登録できます。電子小黒板が効率的に作れるだけでなく、写真台帳の自動作成にも適用されるので

便利です。 

 

５．エクセルで作成したオリジナル工種体系ツリーの読み込み機能 

予め登録されている工種マスタとは別に、現場オリジナル工種マスタを『蔵衛門®️御用達2020』シリーズへ読み

込むことができます。読み込み可能なファイル形式は、エクセル（.xlsx）です。エクセルを使うことで、現場監督

同士で工種マスタの共有が可能となり、写真の仕分けルールを統一できます。 

 

 

【 『蔵衛門®️御用達2020』 StandardとProfessional の違い 】 

『蔵衛門®️御用達2020』シリーズには、二つのグレードがあります。一般工事用の「Standard」と電子納品に対応した上位バージョン 

「Professional」です。『蔵衛門®️御用達2020』を使うには、「Standard」または「Professional」の有料ライセンスキーが必要です。また途中で 

「Standard」から「Professional」へのアップグレードもできます。 

 

１．小規模の一般工事に最適な『蔵衛門®️御用達2020 Standard』 

民間工事で台帳を印刷またはPDFでの提出が指定された場合は「Standard」が最適です。新しい本棚やツリービュー、電子小黒板連携で効率的に

工事写真を管理、提出できます。 

 

２．現場内でデータ共有、電子納品指定工事は『蔵衛門®️御用達2020 Professional』 

上位グレードとなる「Professional」は、現場内のデータ共有や電子納品出力に対応しています。データ共有機能は、ローカルネットワークまたは

「Dropbox」、 「Box」といったクラウドサービスを活用することで、離れた場所のパソコン同士で本棚を管理、台帳を編集できます。また電子納品出力

支援機能は、国土交通省「デジタル写真管理情報基準（案）」、農林水産省「電子化写真データの作成要領（案）」をはじめ、各要領（案）に

適したデータをウィザードに従って操作するだけで簡単に出力できます。『蔵衛門®️御用達2020 Professional』では台帳オーダーメイドサービスも受け

られ、企業内で共通の台帳テンプレートを使って、提出書類の品質向上、現場内の運用の統一を可能にしました。 



 

 

 

 

 蔵衛門®️御用達2020 

Standard 

（一般建築・小規模工事向け） 

蔵衛門®️御用達2020 

Professional 

（電子納品指定工事向け） 

電子小黒板から工事写真台帳を自動作成 ○ ○ 

デジカメからの取り込み ○ ○ 

工種マスタから電子小黒板を一括作成 ○ ○ 

国交省などの工種マスタから電子小黒板を一括作成 − ○ 

オリジナル工種マスタの読み込み ○ ○ 

改ざん防止機能（DCP対応） ○ ○ 

工事写真一括編集（エクセル連携） ○ ○ 

台帳オーダーメイドサービス − ○ 

複数本棚で台帳を管理 ○ ○ 

ツリービューで台帳を俯瞰 ○ ○ 

本棚を複数パソコンで共有 − ○ 

クラウド（Dropbox , Box）に台帳を保管 ※ − ○ 

台帳印刷機能 ○ ○ 

台帳をPDFで出力 ○ ○ 

バックアップ ※ ○ ○ 

電子納品出力 − ○ 

価格（税抜） 12,800円 50,000円 

 

※下記機能は、リリース後のアップデートで利用可能になります。公開予定は6月です。 
 ・クラウドサービス（Dropbox , Box）に台帳を保管 
 ・バックアップ（アルバムファイルの保存） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【 『蔵衛門®️御用達2020』シリーズの動作環境 】 

新しいバージョンからCD-Rでの配布を終了しました。インストールプログラムは、専用ページからダウンロードが必要です。 

※インターネット環境が無い場合、一部機能が利用できません。 

 

 『蔵衛門®️御用達2020 Standard』『蔵衛門®️御用達2020 Professional』 

OS Windows10 / Windows8.1 / Windows7 SP1 

CPU Core i3 以上推奨 

メモリ 4GB以上推奨 

ディスプレイ 1024x768 以上の解像度 

HDD 空き容量 600MB 以上（プログラム分）、写真を格納するデータ領域は別途必要 

CD-R/RW 作成、印刷する時は 1GB 以上推奨 

ブラウザ Internet Explorer 11、Microsoft Edge 

Excel Microsoft Excel(2010、2013、2016) 

プリンタ カラープリンタ推奨 

CD-R CD-R に書き込みを行うためには、CD-R ドライブおよび CD ライティングソフトウェアが必要です 

(Windows OS 標準の書き込み機能は適しません) 

 

 

【 『蔵衛門®️御用達2020』今後の展望 】 

一般発売に先駆け2月1日（金）から2月20日（水）まで先行予約販売を開始します。『蔵衛門®️御用達2020』シリーズは、電子小黒板での工

事写真業務を推奨します。電子小黒板『蔵衛門®️Pad』シリーズとのセット予約特典として、工事写真管理ソフト『蔵衛門®️御用達2020 Standar

d』を1台につき１本無料でプレゼント。製品の出荷は、発売日と同じ2月21日（木）です。本体金額だけで、電子小黒板入り写真の撮影から管

理、提出までを可能にします。 

 

一般発売は、2月21日（木）を予定しています。同日発売の『蔵衛門®️Pad』シリーズと合わせて、公式サイト（https://www.kuraemon.co

m）または、販売代理店や家電量販店での購入が可能です。また新製品を「IT導入補助金」の対象として登録、「NETIS」登録情報を更新し、建

設現場のICT導入と活用を支援してまいります。 

 

 

※1 建設通信新聞調べ 

※ 蔵衛門はルクレの登録商標です 

※ その他記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です 

 

 

 


